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はじめに

現在の日本では、北海道では北海道電力

が、東北地方では東北電力がというように、

複数の都道府県からなる広域の電力を１社の

巨大企業が供給しており、私達にとっては、

電力は巨大な電力会社が独占的に供給するも

のであるということが常識である。しかし、

第２次世界大戦前は一つの都道府県のなか

に、数市町村からなる地域に電力を供給する

ことを目的とした中小の電力会社がいくつも

存在しており、戦前の電力供給は現在とは大

きく異なる様相を呈していたのである。それ

ゆえ、戦前の電力供給の姿は、電力供給は巨

大電力会社による広域サービスとしてしか成

り立たないという私達の常識＝固定観念を相

対化することになろう。そして、この常識＝

固定観念の相対化は、地域と電力供給の関係

を再考するよい機会になるであろう。

そこで、明治の末から現在の横手市域を中

心に展開した増田水力電気株式会社（増田水

電）について、その足跡をたどってみたい。

１．電気の歴史

まず、電気の歴史の概要を次に示してお

く。なお、●は秋田県関係の事項である。

１７９９年 イタリアのヴォルタが電池を発明

１８３１年 ファラデーが電磁誘導を発見。ク

ック、ホイートストンが電信機を

発明

１８３４年 ダベンポートが電動機を発明

１８６８年 明治維新

１８７０年 グラムが実用的な発電機を開発

１８７１年 東京－横浜間で電信が始まる

１８７６年 ベルが磁石式の電話機を発明

１８７８年 虎ノ門の工部大学校で、初めて電

灯（アーク灯）が点灯

１８７９年 エジソンが白熱電灯を実用化

１８８１年 エジソンが世界初の電灯事業をニ

ューヨークで開始

１８８２年 東京・銀座にアーク灯が灯され、

市民が初めて電灯を見る

世界初の水力発電がニューヨーク

で始まる

１８８５年 日本初の白熱電灯が東京銀行集会

所開業式で点灯される

１８８６年 初めての電気事業者として東京電

灯会社（現・東京電力の前身）が

開業

１８８７年 名古屋電灯、神戸電灯、京都電灯、

大阪電灯が相次いで設立

日本初の火力発電所が誕生（出力

２５kW）

１８９０年 東京電灯が浅草紫雲閣でエレベー

ターを運転（初の動力用電力を供

給）

１８９１年 電気営業取締規則が制定される

１８９２年 日本初の営業用水力発電所、京都

市営蹴上発電所完成（１６０kW）

１８９６年 電気事業取締規則制定、電気事業

者の監督行政が全国統一化

この頃の電気事業者は火力発電２３

カ所、水力発電７カ所、水・火力

併用３カ所、電灯数１２万余

●１８９７年（明治３０） 近江谷栄次が土崎港

町将軍野に汽力発電所を設立
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●１９０１年（明治３４） 土崎港町の近江谷電

灯会社の将軍野発電所が開業、秋

田市・土崎港町にて初めて点灯＊

１９０４年 鉄道の電化が始まる

１９０６年 全国の電灯照明が５０万灯に

●１９０７年（明治４０） 秋田電気会社設立、

供給区域秋田市・土崎港町外２町

４ヵ村で点灯戸数１４８８戸。本荘で

点灯

●１９０８年（明治４１） 能代港で点灯

１９０９年 逓信省に電気局開設

●１９１０年（明治４３） 増田水電により増田

町・横手町で点灯

１９１１年 電気事業法公布

１９１２年 東京市内に電灯がほぼ完全普及

１９１４年 第１次世界大戦勃発

１９１７年 工場動力の電化率が５０％を突破

１９２０年 電力過剰となり、電力会社の再編

が急速に進む

１９２７年 電灯普及率８７％

＊秋田市に電気をもたらした土崎港町の

近江谷栄次は、明治３０年に発電事業の

認可を受け、将軍野に６０kW（キロワ

ット）の汽力（火力）発電所を建設し

た。明治３４年４月に需要者の募集を開

始し、１１月の試運転を経て、１２月１日

に正式に点灯を開始した。

なお、日本の電気事業の展開は一般的に次

のように考えられている。

創業期 明治１９年（１８８６）～

東京電灯開業（明治１９年）に続き、各

地に電灯会社が誕生

確立・発展期 明治後半～大正

第一次世界大戦の好景気等により電力

需要増大、事業者数・発電設備量急増

明 治４０年１１６社、１２万kW（普 及 率２

％）が大正１４年には７３８社、２８０万kW

（普及率８７％）に増大

過当競争期 ～昭和初期

ピークの昭和７年には事業者数８５０社

まで増加

第一次世界大戦後の不景気、昭和恐慌

下で、激烈な顧客獲得競争を背景に、

事業者間の合併・吸収が進展

国家統制期 昭和１３年（１９３８）～

戦時体制強化の中で、電力に対する統

制も強化

現行体制 昭和２６年（１９５１）～

全国を９社に分け、各地域において民

間企業が発電・送電・配電を行う

２．増田水電の創設

資料１～４は増田水電創設について書かれ

た新聞記事である。これらの記事から増田水

電創設の経緯を見ておこう。なお、資料や図

表はまとめて後掲した。

秋田県南部に位置する増田町（現横手市増

田町）の松浦千代松（文久元年（１８６１）９月

２４日生、大正１０年（１９２１）４月２０日死去）は

明治３１年（１８９８）、増田町に羽後葉煙草合資

会社を設立したが、同３７年の煙草専売法公布

により製造販売権が民間から取り上げられた

ため、葉煙草会社を解散して他事業への転身

を図り、同４３年増田水力電気を創立した。松

浦千代松が電力事業への転身を図った理由は

次のようであった。増田町の長坂又兵衛が明

治４１年（１９０８）に味噌・醤油製造を機械化す

るためにボイラー利用による自家発電を計画

し、工場内に電灯を設置し、電灯の威力を見

せるために軒先にイルミネーションを取り付

けた。これを見た松浦は、新しい事業として

電力事業に着手することを思い立った。

明治４１年（１９０８）９月１１日、電灯会社（電

力会社）創設のため増田町の有志が松浦千代

松を会長として発起人会を開き、同４３年９月

１７日、資本金７万５０００円で増田水力電気株式

会社が発足した。増田水電の社屋は増田町に

設けられた（図１）。

明治４３年（１９１０）１１月、発電所が完成した。

成瀬川上流に設けられた水力発電所である真

人発電所の発電量は２２０馬力１５０kWで、１０燭
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光３５００個を点灯できる能力があった。電力は

家庭の電灯だけでなく、工場などへも供給さ

れた。なお、真人発電所の跡地には現在も遺

構が残っている（図２、図３）。同４４年４月

３０日には、増田水電開業式が増田町で盛大に

挙行された。

３．増田水電の発展

資料５は昭和初年の増田水電の現勢につい

て書かれた新聞記事である。昭和８年（１９３３）

の増田水電の状況は次のようであった。

資本金２９０万円、株式５８，０００株、株主９０２

名、電灯需用家数４０，２３９戸、取付灯数

９２，９１５灯、供給電力２，４７０馬力、出電力

約５，０００kW

発電所

瀧の原発電所２，７６０kW、真人発電所５６０

kW、糀山発電所３４０kW、川岱発電所１８０

kW、稲庭発電所５０kW、火力発電所１，０００

kW

増田水電は設立後、順調に事業を拡大し昭

和初年には４０，０００戸を超える家庭や事業所に

電力を供給した。この事業拡大は増資と買収

合併によって行われた。大正期以降、供給区

域拡張による水路並に発電所の増設のための

増資は次のようであった。

資本金…大正元年（１９１２）２２万５０００円、

同６年３５万円、同８年７５万円、

同１５年２９０万円

買収合併では次のように県南の群小電気会

社が増田水電に統合され、同社は地方独占事

業になった（表１、図４）。

大正１２年（１９２３）：秋南水力電気会社、

同１３年：羽後電力、同１４年：河原田水

力、同１５年：稲庭水力電気、昭和２年：

皆瀬水力電気会社

また、大正期以降の県外電力会社も含めた

電力各社による買収合併によって、県内電力

会社の再編が進み、秋田県内では公営を除

き、増田水電が唯一の県内資本電力会社に

なった（図５）。

４．増田水電と公営電気事業

昭和８年（１９３３）、横手町の公営電気事業

をめぐって横手町と増田水電の間で問題が生

じた。資料６～７はこの問題を取り上げた新

聞記事である。この問題の発端は、横手町が

増田水電の一部（横手町への供給分）を買収

し、町営電気事業化しようとしたことであっ

た。その目的は町財政の新財源化、電力会社

からの寄附や料金値下げを狙ったものなどと

とりざたされた。そして、横手町による事業

化計画は次のようであった。

町営電気事業計画（「秋田魁新報」昭和

８年１２月１１日による）

・買収価格２００，０００円…横手町点灯数

１７，８８３灯（１０燭光換算）分

・歳入…点灯料８３，０００円、動力料１８，０００

円、雑収入１，２００円、計１０３，０００円

・歳出…買電費５１，０００円、経常費２２，０００

円、起債償還１５，０００円、計８８，０００円

・利益…１２，０００円

・町債起債額…２００，０００円（２５ヶ年償還）

５．増田水電の終焉

日中戦争以後の戦時体制下で、電力への国

家統制が強まり、昭和１６年（１９４１）に「配電

統制令」が施行され、全国の配電事業者４１２

社を９社に統合することになった。資料８は

こうした電力会社統合のようすを伝えた新聞

記事である。

東北では、東北６県に新潟県を加えた７県

の各電力会社が一つに統合されることにな

り、昭和１７年（１９４２）４月に東北配電株式会

社が設立され、増田水電も東北配電に統合さ

れて終焉を迎えた。

そして、東北配電は第２次大戦後の昭和２６

年（１９５１）に日本発送電株式会社が管轄する

東北７県の発電所と統合され、東北電力株式

３４ 秋田近代史研究 第４９号



会社となった。

おわりに

現在のエネルギー供給システムは、化石燃

料や原子力などエネルギー密度の高い一つの

エネルギー源から広範囲の多数の需要者に供

給するという集権（統合）的なシステムであ

る。それゆえ、火力や原子力を基盤にした現

在の電力会社は、広域における独占事業体と

して存立できるのである。そして、社会シス

テムもこの集権的供給システムに即して構築

されている。

一方、クリーンエネルギーである太陽光や

風力、水力などの自然エネルギーは、エネル

ギー密度が低いため、一つのエネルギー源か

らは少数の需用者にしか供給できないため、

いわば需用者の数の分だけエネルギー源を設

けなければならず、分権（分散）的なシステ

ムにならざるを得ない。それゆえ、クリーン

エネルギーを利用するためには、エネルギー

供給システムを集権的から分権的システムに

変えなければならず、それは現在の社会シス

テムを根本的に変えなければならなくなると

いうやっかいな問題に直面する。それゆえ、

安全性に問題があるとはいえ原発が普及した

一因は、原発は供給及び社会システムを変え

ずに、化石燃料を原子力に置き換えるだけで

よかったからである。

クリーンエネルギーは地域ということに即

して言えば、まさに日常生活圏レベルの地域

に即したエネルギーであり、クリーンエネル

ギー導入は環境問題の解決だけでなく、地域

の再生の原動力になりえるのではないであろ

うか。なぜなら、クリーンエネルギーは地域

を基盤にして利用するときに最も効率よく利

用できるからであり、それゆえにクリーンエ

ネルギー導入は地域の再構築抜きにはありえ

ないからである。

増田水電は分権的供給システムであり、増

田水電のたどった道筋からは、今後のクリー

ンエネルギー導入と地域の関係を考えるうえ

での多くの示唆を得ることができるであろ

う。そして、夢物語と言われるかもしれない

が、増田水電を復活させて横手市が分権的供

給システムを構築し、エネルギー的に自立す

る道もあるのではないであろうか。

――――――――――――――――――――

資料１

昭和９年（１９３４） 増電会社の濫觴

（前略）この四半世紀における飛躍的発展

は決して一朝一夕の仕事ではなく、人の和、

地の利による撓みない努力の招来したもので

はあるが、其の企業の端緒には「煙草化して

電気となる」といふ興味ある挿話がひそんで

ゐる。

増田町附近は現在と同様、県内における煙

草の産地だったが、明治四十三年四月煙草専

売実施に伴ひ、増田煙草会社も当然解散の運

命となった。政府の買収金が交附され、煙草

会社に代る事業の放資方法が考究された結

果、既に味噌醤油醸造ようとして自家工場に

ボイラーを設置し、更に二キロのダイナモに

よって自家用点灯をやっていた長坂又兵衛氏

と先代社長故松浦千代松氏等が、電気事業の

有利に着目したのが増電会社の濫觴である。

最初増田、横手両町の点灯を目標に拾万円

の株式を募集したが、「西洋ランプ」に対す

る事業的認識は殆んどない時代だったため、

忽ち募集難に逢着、当時の代議士近江屋栄次

氏の斡旋で、独逸シーメンス会社の外資に

よって辛うじて工事を完成し、県下事業会社

の外資輸入のレコードを創ったわけだ。

創立総会が明治四十三年九月十七日。横

手、増田の両町内に千百三十九の電灯が魔法

のやうに煌々たる光を放って、両町民を魂消

さしたのが翌四十四年二月二十日のことで、

創立当時の役員は左の如くである。

取締役社長松浦千代松（先代）△取締役長

坂又兵衛、石田四郎兵衛、石田豊三郎、長江

八兵衛（先代）、東海林重太郎、佐々木虎吉

（先代）、△監査役沓澤甚兵衛、川上勝三淑、
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北島虎之助（後略）

（「秋田魁新報」昭和９年６月２４日）

資料２

明治４１年（１９０８）９月 電灯会社の発起

平鹿郡増田町の有志は、今回電灯会社を創

設すべく去十一日発起人会を開き、松浦千代

松氏を会長とし、認可を得たき旨の請願書を

差し出せり。会社は十万円の株式にして、動

力は成瀬川の上流を利用すべく、電力供給地

は増田・十文字・横手・湯沢・浅舞の五町村

なりといふ。

（「羽後新報」明治４１年１０月１日）

資料３

明治４３年（１９１０）１０月 増田の水電事業

平鹿郡の横手と増田の両町に電灯を点し電

力を供給する目的で、増田町字真人に経営さ

れた水力電気事業は、昨今既に九分通り竣工

して、来月三日の天長節には点灯の運びに至

るそうである。秋晴一日記者は車を駆って此

水電事業を視察した。

十文字駅を降り増田町に入って更に二十町

を東南の山中に入れば、成瀬川に沿ふ郡道に

当り、雄勝と平鹿との境界に近き辺に西洋造

りの小建築かある。之が発電所である。視察

の当日は幸ひに重役の長坂又兵衛氏が来合せ

て説明され、東海林取締役の令息も態に同道

して諸般の便宜を与へられた。

創立の計画をしたのは三年前である。創立

事務所を増田町に置いて、資本金七万五千円

で増田水力電気株式会社を組織した。一株は

五拾円で千五百株とし、四回払込である株主

は約八十名で、主なる株主は東京シーメン

シー電気株式会社技師兼支配人村山崎太郎氏

が五百株、増田町の松浦千代松氏が百二十

株、東海林重太郎氏が百十株、其他長江・佐々

木・石豊諸氏が主なるもので、松浦氏を社長

に其他五十株以上の七名を取締役に、二十株

以上の株主三名を監査役にして居る。前記諸

氏は取締役で、川上勝淑・北嶋虎之助・沓澤

甚兵衛の三氏は監査役である。株金は既に二

回を払込み、本月二十五日は第三回払込期で

あると。

発電計画は、元尾去沢鉱山の電気技師和久

井栄蔵氏が専ら其の任に当り、独逸から最新

式の電力調整器（レギレーター）一台を取り

寄せ、四間に六間の発電装置所に既に据付を

終って、今は落水の鉄管を据えると全部の工

事が出来上るばかりになって居る。

水源地は雄勝郡西成瀬村湯の沢部落で、発

電所からは約一里成瀬川を遡らねばならぬ。

其処から成瀬川の水を導いて、発電所の後方

落差六十八尺の上に潴水所を設けて水を落

す。落された水力は二百二十馬力百五十キロ

の電気を起し、十燭光三千五百箇を点じ得る

そうである。尚は水力には充分余力を存して

居るから拡張するには差支ないと。

現在電灯の取付を申込まれてあるのは千五

百箇程あって、横手には出張所を設け着々工

事を進めて居る。出来た上には更に続々申込

があるべく、将来三千五百箇では不足になる

であらうとのこと。電灯ばかりでなく昼間は

電力の供給もするそうであるが、会社は向ふ

一ケ年間は三十馬力と見込んで居る。電灯は

十燭光一ケ月六拾銭、供給一馬力四円五拾銭

である。電灯は明年度は十燭光二千個と見

て、総収入を壱万六千余円の見込であるが、

経費七千五円余を差引いて九千円余の益金と

なり、配当は年九分に当る予算であるそう

な。創立費は器械に弐万円、建家水路工事に

弐万円、電線や取付費等に三万五千円を要す

るとのこと。夕陽真人の山の紅葉に映するを

眺めなから帰路についたのは五時に近きころ

であった。（望）

（「秋田魁新報」明治４３年１０月１９日）

資料４

明治４４年（１９０１）４月 増田水電開業式

既報の如く、増田水力電気株式会社開業式

は昨三十日午前十一時、真人山発電所構内増

田第二公園にて行はる。式場の入口には緑門
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を楠へ、之を入れば受附の面々厳かに座をな

し、記念品の手拭絵端書並に桜花の簪等を渡

して式場に案内す。式場は白紋を抜ける黒地

の帳幕にて周囲を包み、式壇を飾り万国国旗

を点綴し、限り無きの眺望又山水の佳致を極

めたり。

偖て定刻となるや社長松浦千代松氏開会を

告げ、次に重役にして創立発起人たる長坂又

兵衛氏は事業経営の経過を報告し、次て松浦

社長の式辞、次に知事の祝辞は加勢警視に依

りて代読せられ、次に来賓鎗居平鹿郡長、斎

藤横手税務署長、小松横手町長、沓澤秋田銀

行横手支店長、林町長の祝辞の朗読並に石垣

忠亮国手の大々的演説ありて、〇時四十分全

く式の終了を告げたり。

それより式場に於て直に一同の記念撮影を

為し、終りて祝宴となれるが、祝宴場は式場

の又一層の上段に位せる広場にして、茲には

紫、紅、白等の艶廉なる幔幕を囲らし、矢張

同じく万国国旗を天に高く吊るし、天然なる

老松は其上を蔽ひ、下手の縁りには桜と花と

の若木をこき交ぜて、上手なる四阿は老松の

枝幹をよく利用して造作し、其眺望の優なる

又一層のことにありき。又た前を流るゝ発電

の皆瀬川には、二見ヶ浦髣髴の夫婦石ありた

るが、今日は殊に注連縄を装りて、態々遠く

二見ヶ浦に参詣するの煩を省略せるも難有く

思はる。又た茶席の配置頗る宜しく、便所の

設けさへ凡ならず。

斯くして開宴となるや、重役東海林重太郎

氏は小高き処に顕ほれて声を大にして閣下並

に諸君と呼び、開宴の辞を述べられたり。次

に加勢警視は来賓を代表して謝辞を述べら

れ、横手増田の両町配電区域の芸妓美妓数十

名、其卓上に相対して斡旋をなし、近来稀な

る盛況にてありき。

余興 宴会場の上手には演舞場を設け、大

曲踊り並に芸妓中村屋連の舞踊あり。観覧者

七千余人、其人山は破れんばかりにてあり

き。

慰労の宴 午後三時よりは、増田町新盛楼

に於て遠来の来賓に対して慰労に懇親の宴を

張り、時恰も近江谷代議士及スーメンス会社

技師長村山崎太郎氏も来り合せ、定刻となる

や東海林氏開宴の辞を述べ、加勢氏其他の演

説等あり。登山の紅裾全部来り斡旋して興趣

大に挙り、八時全く散会せり。尚は他に紹介

すべき細大はいずれ次号に詳報すべし。尚ほ

株主として遠く出席せるは角間川の荒川新右

衛門、北嶋虎之助、横手の小松孫兵衛、富岡

久輔の諸氏等にてありき。宴会場の新盛楼々

上には百余球の室内イリミネーションを点

じ、眼も眩する程にてありき。

来賓 当日重なる来賓には、加勢警視其の

他祝辞を朗読せる人々の外、金子雄勝郡長、

里内鉄道院技師、川上・武藤県議員、吉田（横

手）・佐藤（湯沢）・加藤（増田）署長、西

村（横手）・竹本（十文字）駅長、郡会議員、

町村長、小玉商業組合長、三浦（東北公論）・

芳賀（本社）主筆等無量三百名にてありき。

イリミネーション 増田電灯会社本社前に

は、彩色電球をもて大仕掛の変色方法にて会

社の社章を顕はし、又横手町の同事務所前に

も緑門を造り、門前並に事務室に強度の光力

にてイリミネーションを点じ、実に不夜城の

偉観にて、横手増田共に其前夜より点燈し、

参観者夜を徹して引きも切らざる有様にてあ

りき。

祝辞

増田水力電気株式会社電気事業茲に成り、

本日を以て開業の式を挙げらる。本官亦此の

盛典に列するを得たるは洵に光栄とする処な

り。

夫れ産業の隆盛は国力発展の要素にして、

而かも其原動力は主として電力に俟たざるべ

からず。方今斯業の発達長足の進歩をなし、

各県各郡発電の設備に力を用ふるの時に当

り、平鹿郡に於て其欠除を見しは由来遺憾と

する所なりき。

此の時に際し、当郡の諸士思を茲に致し相

計て本業を企画し、起工二歳本年一月竣工を

告ぐ。思ふに其燦爛たる電光は啻に暗夜を照
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らすのみにあらずして、実に産業界に一道の

光明を与へたるものに外ならず、此地の興隆

蓋し期して俟つべきものあらん。洵に県国の

為めに祝賀せざるべからず。茲に聊か蕪辞を

述べて祝辞に代ふ。

明治四十四年四月三十日

秋田県知事正五位勲三等 森正隆

（「羽後新報」明治４４年５月１日）

資料５

昭和９年（１９３４） 増田水電の現勢

米代水電、秋田電業、院内電気が大会社に

併呑され、県人の資本によって経営される電

気事業会社が影をひそめてゐる際、県南雄平

仙三郡十八町四十九ヶ村に盤居して、文化

的、事業的動脈となってゐる増田水力電気株

式会社は、創立以来既に四半世紀を経て、北

電と共に県下電業界を殆んど二分せんとする

偉観を呈してゐる。

同社の概観は八年度下半期公課状による

と、資本金弐百九拾万円（払込済弐百四拾六

万五千円）、株式五万八千株、株主人員九百

二名、電灯需用家数四万二百三十九戸、その

取付灯数九万二千九百十五灯。前期末に比

し、一千十四灯を増し、供給電力二千四百七

十馬力、その他百一キロワツトにして、大口

電力の供給先は盛岡電灯、吉乃鉱山、雄勝電

灯等である。

現在の出電力約五千キロ、増田町の郊外真

人山麓に僅か百五十キロのオモチヤ見たいな

発電所を設けて創業した当時に較べると、正

しく今昔の感ありだ。（中略）

両町の点灯によって俄然附近町村にも供給

区域拡張が要望され、水路並に発電所の増設

の必要に伴ひ、大正元年には弍拾弐万五千円

に資本金を増加、好況時代の波に乗って同六

年参拾五万円、同八年七拾五万円に増資し、

漸次工業資本的体型を、整ヘて来た矢先き社

長松浦千代松氏が同十年四月逝去し、松浦現

社長が襲名すると共に、先考の偉業を継いで

社長に就任したのを契機として、増電会社は

縦の発展から横の拡張へ移ったのである。

増電の業績と欧州大戦景気に刺戟され、県

南地方にも電気会社の簇出を見たが、反動景

気時代に入るや、枕を竝ベて経営難に陥って

来た矢先である。

大正十二年二月資本金五拾万円の秋南水力

電気会社を弐拾五万円で買収合併を行ったの

を手初めに、翌十三年羽後電力（資本七拾万

円）を三拾五万円、翌十四年二月河原田水力

を合併、更に翌年一月しかも金融恐慌の直

後、万難を排して弍百九拾万円の資本金に増

資すると共に、稲庭水力電気を拾万円で買収

合併を行ひ、昭和二年皆瀬水力電気会社を百

五拾万円で併合したのを最後に、県南地方の

群小電気会社は全部増電の傘下に併呑統制さ

れ、地方的独占事業の実体を完成したわけで

ある。

その間東北電灯の攻略、増電の配電区域た

る雄、平、仙三郡に局部的点灯を行ってゐる

盛岡電灯の割込み、横手町の町営電気問題等

多難の裏面史が数多く秘められてゐるが、

亭々たる大樹にも比すべき今日の覇業は蓋し

重役の和協、松浦社長の事業的機略と、八面

玲瓏の人格によるものが多からう。

（「秋田魁新報」昭和９年６月２４日）

資料６

昭和８年（１９３３）１２月 横手町営電気事業計画

横手町営電気事業は既報の如く基本調査を

終了し、八日午後三時から最後の調査委員会

を開き、和泉町長から

調査の結果、相当利益ある確信を得たの

で、電気事業法第二十二条に依り買収に

邁進した

旨を諮り、大した質問もなく同町における増

電会社の既設工作を買収することに一決し

（後略）

（「秋田魁新報」昭和８年１２月１０日）

資料７

昭和８年（１９３３）１２月 横手町営電気問題
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横手町営電気事業は、去る十五日の町会で

増田水電会社の一部を買収経営する決議を挙

げ、いよいよ実行運動に着手することになっ

たが、公営電気は町村財政の新財源として、

又電気料金値下げや政派党略の為にする呼び

かけから、各地に公営化の機運がおきてゐ

る。（中略）十余年前におきた横手町外数ヵ

村の第一次公営電気問題は、投石事件まで惹

起し、相当の波紋を起して、横手町には金五

万円の寄附、公営策士たちには「金一封」と

いふことで納まった。横手町に対する寄附金

は年額五千円、十ヶ年、昭和七年度をもって

契約が解消した。増田水電会社では五万円で

「公営権」を買ったと解釈してゐるし、横手

町では「金の切れ目が縁の切れ目」とあって、

契約終了と共に寄附継続を交渉したが、増電

側では表面は兎も角「五万円進呈した外、電

灯料まで五銭宛安くしてゐるではないか」と

いふハラなんである。（後略）

（「秋田魁新報」昭和８年１２月２３日）

資料８

昭和１７年（１９４２）４月 電力再構成の前進�
東北配電

東北配電は設備規模はあまり大きくない

が、第一次統合会社の数が多いので設立に

種々問題があった。統合会社は奥羽電灯、東

北電灯（以上指定会社）青森県、宮城県、仙

台市、新潟電力、北越水力電気、中央電気、

大日本電力、山形電気、増田水力電気、福島

電灯、会津電力（以上出資者）の十三業者で

ある。

東北配電の地域は東北六県に新潟県が加

わって居り、統合資産は二億四千三百七十五

万八千円、承継負債八千百五十四万円で、資

本金は一億六千四百七十万円、払込一億六千

百二十九万四千七百五十円である。

社長には大日電系から就任するか、設立委

員会である新潟電力社長白勢量作氏が就任す

るか、それによって副社長の顔触れも変ると

種々取沙汰されたが、結局白勢氏が引受ける

ことになり、氏が新潟に出掛ける機会が多い

というので副社長を二人置き、一人は大日本

電力専務橋本万之介氏、一人は元東北振興電

力副社長平井出貞三氏が入った。平井出氏と

しては電力国家管理で電気庁長官になり、そ

れが電力飢饉で長官を止めて東北振興に入っ

たかと思うと、電力再編成で東北振興が日発

に合併して東北振興の職を奪われ、更に配電

統合で配電副社長に浮上って来るという電気

問題の推移と共に複雑な運命を辿っている。

理事は宮城県電気局長歌田忠蔵、青森県電気

局長斎藤維一郎、仙台市電気水道事業部長桑

原政次郎、奥羽電灯取締役金田一光、中央電

気専務国友未蔵山形電気常務鈴木清助、大日

電取締役田村順三、奥羽電灯社長中岡孫一

郎、福島電灯社長西形吉次郎、新潟電力常務

畑時雄、同専務山県鼎一の各氏。監事は東北

電灯社長小林久治、福島電灯専務鈴木文七、

会津電力社長高瀬八郎、増田水力社長松浦千

代松、北越水力常務松田弘俊の各氏である。

而して統合会社の方は大日本電力を除き他は

全部解散する見込である（中略）。

増田水力電気＝（資本金二百九十万円、払

込済、社長松浦千代松）出資評価四百八十七

万余円、債務承継額百五十七万円で近く解散

の見込。（後略）

（「中外商業新報」昭和１７年４月１８日）

＊本稿は、２００９年６月１３日に横手市増田町にお

いて開催された美の国カレッジ「あきた学総

合コース」において、「流域電力物語～増田水

力電気株式会社・上の岱地熱発電所～」と題

した講演内容をまとめ直したものである。
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図１ 初代の増田水電社屋（大正初期）

図２ 真人発電所（大正初期）
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東北電力 （Ｓ２６）

日本発送電（Ｓ２６）

田代村仙道村両村営電気（Ｓ１８）

大�村営電気（Ｓ１８）
南鹿電気（Ｓ１８）

仁賀保電気組合（Ｓ１８）

船川電気（Ｓ１８）

東北配電 （Ｓ１７）

大日本電力 奥羽電灯

皆瀬川水力電気（Ｓ３）

稲庭水力電気（Ｔ１５）

河原田水力電気（Ｔ１４）

秋南水力電気（Ｔ１３）

羽後電力（Ｔ１３）

増田水電 （Ｍ４４）

図３ 現在の真人発電所跡地

図４ 増田水電の変遷・系統図（『増田町史』より）

＊『東北の電気物語』 ・昭和６年以降設立の会社もある

・（ ）内は、別（新）会社に吸収（合併）された年
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図５ 増田水電の供給区域と送電路線（『増田町史』より）

『総合郷土研究・秋田県』
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（２０１０年６月受理）

表１ 明治・大正期創立電力会社一覧（『増田町史』より）

会 社 名 開業年月日 発 電 力 kw数 供 給 範 囲 需要家数

近 江 谷 発 電 所 明治３４．１１．１８ 汽力 ６０ 秋田市・土崎港町 不明

秋 田 電 気 株 式 会 社 明治４０．６．２９ 汽力／水力 ６０／３００ 秋田市・土崎港町他２町４か村 １，４８８

秋 田 木 材 株 式 会 社 明治４１．８．３ 汽力 １００ 能代港町 ８４６

増田水力電気株式会社 明治４４．２．２０ 水力 １３０ 増田町・横手町 ６６５

河原田水力電気合名会社 明治４５．６．１ 水力 ２００ 角館町他４町３か村 １，２３７

大 館 電 気 株 式 会 社 大正２．２．２ 瓦斯力 ６０ 大館町他１町９か村 １，７３７

北 浦 電 気 株 式 会 社 大正３．１２．１ 瓦斯力 ５ 北浦町 １８０

鹿 角 電 気 株 式 会 社 大正４．１．３ 瓦斯力 ３０ 花輪町他１町１か村 ６０２

五 城 目 電 気 株 式 会 社 大正４．１０．２ 瓦斯力 ３６ 五城目町他９か村 ６７０

小 坂 電 気 株 式 会 社 大正４．１０．１６ 受電 １５ 小坂村 ３３７

矢島水力電気株式会社 大正５．１．１ 水力 １８ 矢島町他２か村 ３２８

船 川 電 気 株 式 会 社 大正６．５．４ 瓦斯力 ４７ 船川港町他１町２か村 ７７３

稲庭水力電気株式会社 大正６．１１．１７ 水力 ２７ 稲庭町他３か村 ３３６

鷹 巣 電 気 株 式 会 社 大正７．９．２５ 瓦斯力 １９ 鷹巣町他２か村 ７５９

金浦町他１町２村水電組合 大正７．１２．１０ 水力 ３０ 金浦町他１町２か村 １，５３３

八 森 電 気 株 式 会 社 大正８．９．１５ 受電 ４０ 八森町他２か村 ６９０

二 ツ 井 電 気 株 式 会 社 大正８．９．２７ 受電 １５ 二ツ井町他２か村 ６２４

院 内 電 気 株 式 会 社 大正９．１．１ 受電 ２０ 院内町他１町１か村 ７６５

米代川水力電気株式会社 大正９．１．２２ 瓦斯力 １９５ 大館町他５町７か村 ５，９３１

秋 田 電 業 株 式 会 社 大正９．２．８ 瓦斯力／受電 ２３／２５ 鷹巣町他２町１１か村 １，３８３

北 秋 電 気 株 式 会 社

秋南水力電気株式会社 大正１０．４．１９ 水力 ３４０ 院内鉱山へ売電

阿 仁 川 電 力 株 式 会 社 大正１０．１１．１８ 水力 ８０ 阿仁合町他４か村 ９２２

秋田水力電気株式会社 大正１１．５．２ 水力 １，０４０ 秋田木材、船川電気へ売電

東 北 興 業 株 式 会 社 大正１１．７．２９ 汽力 ２０ 田沢村・生保内村 ４０５

南 鹿 電 気 株 式 会 社 大正１２．９．２２ 受電 ２０ 宮川村他１か村 ７１８

大 日 本 鉱 業 株 式 会 社 大正１３．１．３０ 受電 ４０ 八森村他１か村 １，０３３

刈 和 野 電 気 株 式 会 社 大正１３．４．２３ 受電 ２０ 刈和野町 ５６３

羽 後 電 力 株 式 会 社

由利水力電気株式会社 大正１４．１．３０ 受電 １００ 玉米村他２４か村 不明

皆瀬川水力電気株式会社 大正１４．１０．２３ 水力 ２，７６０ 増田水電に売電

＊『東北の電気物語』

・増田水電の開業は正確には明治４３年１１月
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